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研究成果の概要： 

本研究では光で効率よく配向変化できる様々なπ共役系色素を合成し，一光束照射という簡便な

手法で平板凹型液晶マイクロレンズを作製することを目的とした。合成したオリゴチオフェン誘

導体は，可視光領域に吸収帯がなく，液晶性を示すことから，光照射で無色液晶レンズを作製で

きることがわかった。また，光を照射し続けながら，照射サンプルステージを移動させることに

より，液晶の配向分布を連続的に制御し，屈折率分布を反転させた凹レンズを調製できることを

示した。 
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１．研究開始当初の背景 
近年，光通信用あるいは液晶表示用素子とし
て，レンズを小さく二次元あるいは積層した
マイクロレンズアレイおよびそれらを用い
る並列型光デバイスの需要が日々増大して
おり，簡便かつ安価な作製手法の開発が望ま
れている。 
 最近，オリゴチオフェン誘導体および液晶
性ホストに加えて重合性モノマーからなる
系において，一光束で光配向変化と配向固定
化できる平板凸型マイクロレンズの作製に
成功し，任意の偏波面で自在に配列した平板

マイクロレンズアレイを作製した。しかしな
がら，実際の光素子への応用展開を見据えた
場合，凸レンズだけでは補正できない収差や
高度な光学系構築の観点から，凹型マイクロ
レンズの開発は急務である 
 
２．研究の目的 

 本研究では光で効率よく配向変化できる様

々なπ共役系色素を合成し，一光束照射とい

う簡便な手法で平板凹型液晶マイクロレンズ

を作製することを目的とする。 
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３．研究の方法 
 光応答性π共役系色素を合成し，紫外可視
吸収，赤外吸収，蛍光，酸化還元電位を測定
することにより，光物性評価を多角的に評価
した。さらに，色素をさまざまな液晶系にド
ープしセルを調製し，光照射により形成され
る液晶レンズを液晶の種類・色素濃度・セル
厚・配向膜の処理・温度等数多くのパラメー
ターを最適化することにより，目的の凹レン
ズを作製した。 
 
４．研究成果 

π共役系色素として，色々なオキサゾール誘

導体やオリゴチオフェン誘導体を合成し，共

役鎖長を短くした誘導体は，可視光領域に吸

収帯がなく，液晶性を示すことから，光照射

で無色液晶レンズを作製できることがわかっ

た。また，光を照射し続けながら，照射サン

プルステージを移動させると簡便にシリンド

リカルレンズを作製できた。さらに，光の照

射領域間隔を狭めることにより液晶の配向分

布を連続的に制御し制御し，屈折率分布を反

転させた凹レンズを調製できることを示した

。 
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